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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第３四半期連結
累計期間

第55期
第３四半期連結
累計期間

第54期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 23,189,099 28,445,115 33,945,370

経常利益 （千円） 1,158,224 1,698,090 2,216,527

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 862,065 1,161,449 1,559,452

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 618,594 1,250,279 1,454,772

純資産額 （千円） 11,894,448 13,289,595 12,729,007

総資産額 （千円） 25,570,881 23,394,535 23,803,503

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 67.49 90.94 122.08

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 46.5 56.8 53.5

 

回次
第54期

第３四半期連結
会計期間

第55期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 45.70 52.92

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「売上高」には、消費税等は含まれておりません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1)業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策を背景に、株高や円安基調が持

続する中、輸出の持ち直しや設備投資の高まりから企業活動状況に改善が見られ、また、雇用環境も好転するな

ど、景気は緩やかな回復基調となりました。

一方、建設業界においては、都市部を中心とした民間工事や経済政策に伴う公共事業の発注は堅調で回復基調が

続く反面、人手不足による受注機会の損失や人件費上昇が収益に影響を及ぼす状況が継続して見られます。

　このような状況の中、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は 28,445百万円（前年同四半

期比 22.7％増）となりました。

　損益面では、増収により、営業利益 1,645百万円（前年同四半期比 47.2％増）、経常利益 1,698百万円（前年

同四半期比 46.6％増）となりました。

　また、法人税等を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は 1,161百万円（前年同四半期比 34.7％増）と

なりました。

　セグメントの業績は、次のとおりです。

 

①エンジニアリング事業

　国内外の非鉄金属関連及び金属加工関連の工事完成高が増加したことなどにより、売上高は 24,320百万円

（前年同四半期比 27.7％増）となりました。

　また、損益は経常利益 2,120百万円（前年同四半期比 21.0％増）となりました。

②パイプ・素材事業

　海底送水管、高速道路用防災配管、石油備蓄基地配管等の大型工事案件の売上などにより、売上高は 4,178

百万円（前年同四半期比 0.1％増）となりました。

　損益は、経常利益 77百万円（前年同四半期は経常損失 126百万円）となりました。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3)研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、20百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,780,000 12,780,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数 100株

計 12,780,000 12,780,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 12,780,000 － 1,085,350 － 684,400

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　　7,900 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 　普通株式 12,769,500 127,695 同上

単元未満株式 　普通株式　　　2,600 － －

発行済株式総数 12,780,000 － －

総株主の議決権 － 127,695 －

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三井金属エンジニアリング

株式会社

　東京都墨田区錦糸

　三丁目２番１号
7,900 － 7,900 0.06

計 － 7,900 － 7,900 0.06

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

役員の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

常務取締役

管理本部長

兼 同本部 経営企画部長

常務取締役

管理本部長

兼 同本部 安全環境品質統括部長

兼 同本部 経営企画部長

水木　哲郎 平成29年10月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。）に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）により作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,989,259 1,799,882

受取手形・完成工事未収入金等 10,910,197 ※１ 9,268,510

未成工事支出金 2,653,590 2,161,153

商品及び製品 100,016 174,723

材料貯蔵品 251,176 369,328

前渡金 23,876 85,047

預け金 4,821,454 6,850,760

繰延税金資産 287,777 311,572

その他 585,945 274,331

貸倒引当金 △11,870 △10,506

流動資産合計 21,611,423 21,284,804

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 554,904 560,454

機械・運搬具 1,852,510 1,857,577

工具器具・備品 924,628 949,587

土地 1,099,000 1,099,000

建設仮勘定 3,360 12,101

減価償却累計額 △2,850,334 △2,931,520

有形固定資産合計 1,584,069 1,547,199

無形固定資産   

ソフトウエア 66,688 60,013

その他 7,974 7,974

無形固定資産合計 74,662 67,988

投資その他の資産   

投資有価証券 56,403 48,303

繰延税金資産 249,373 240,779

退職給付に係る資産 62,541 44,291

その他 181,524 177,661

貸倒引当金 △16,494 △16,494

投資その他の資産合計 533,348 494,542

固定資産合計 2,192,079 2,109,730

資産合計 23,803,503 23,394,535
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 6,357,282 5,610,929

未払法人税等 690,809 377,273

未成工事受入金 1,753,609 2,020,805

賞与引当金 371,000 194,300

役員賞与引当金 42,000 －

完成工事補償引当金 83,800 83,200

工事損失引当金 241,500 239,300

その他 343,441 400,335

流動負債合計 9,883,443 8,926,144

固定負債   

退職給付に係る負債 1,103,383 1,104,329

役員退職慰労引当金 60,307 47,095

繰延税金負債 361 371

その他 27,000 27,000

固定負債合計 1,191,052 1,178,795

負債合計 11,074,496 10,104,939

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,085,350 1,085,350

資本剰余金 684,400 684,400

利益剰余金 11,211,302 11,683,060

自己株式 △6,524 △6,524

株主資本合計 12,974,527 13,446,286

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 △17,630 20,370

為替換算調整勘定 △159,173 △117,976

退職給付に係る調整累計額 △68,716 △59,084

その他の包括利益累計額合計 △245,520 △156,690

純資産合計 12,729,007 13,289,595

負債純資産合計 23,803,503 23,394,535
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高   

完成工事高 21,298,050 26,293,797

兼業事業売上高 1,891,049 2,151,317

売上高合計 23,189,099 28,445,115

売上原価   

完成工事原価 18,668,401 23,003,383

兼業事業売上原価 1,570,914 1,867,008

売上原価合計 20,239,315 24,870,391

売上総利益   

完成工事総利益 2,629,649 3,290,414

兼業事業総利益 320,134 284,309

売上総利益合計 2,949,784 3,574,723

販売費及び一般管理費 1,831,839 1,929,521

営業利益 1,117,944 1,645,201

営業外収益   

受取利息 44,977 46,974

為替差益 － 4,685

雑収入 8,810 14,222

営業外収益合計 53,788 65,882

営業外費用   

支払利息 56 47

為替差損 1,968 －

持分法による投資損失 9,071 10,619

賃貸収入原価 1,943 1,613

雑支出 468 713

営業外費用合計 13,507 12,993

経常利益 1,158,224 1,698,090

特別利益   

固定資産売却益 82 27

会員権売却益 － 4,423

特別利益合計 82 4,450

特別損失   

固定資産除却損 29 1

会員権評価損 1,478 3,000

特別損失合計 1,507 3,001

税金等調整前四半期純利益 1,156,799 1,699,539

法人税等 294,733 538,090

四半期純利益 862,065 1,161,449

親会社株主に帰属する四半期純利益 862,065 1,161,449
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 862,065 1,161,449

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 31,034 38,000

為替換算調整勘定 △264,201 38,677

退職給付に係る調整額 △1,744 9,632

持分法適用会社に対する持分相当額 △8,558 2,519

その他の包括利益合計 △243,470 88,830

四半期包括利益 618,594 1,250,279

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 618,594 1,250,279
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 －千円 66,780千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 101,504千円 107,341千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日

定時株主総会
普通株式 485,433 38.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 689,691 54.00 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 エンジニアリング事業 パイプ・素材事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 19,038,184 4,150,915 23,189,099

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,051 22,782 24,834

計 19,040,236 4,173,697 23,213,934

セグメント利益又は損失（△） 1,752,171 △126,088 1,626,082

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,626,082  

全社費用（注） △467,858  

四半期連結損益計算書の経常利益 1,158,224  

　　（注）全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 エンジニアリング事業 パイプ・素材事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 24,291,092 4,154,022 28,445,115

セグメント間の内部売上高

又は振替高
29,071 24,907 53,979

計 24,320,164 4,178,930 28,499,094

セグメント利益 2,120,220 77,252 2,197,473

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 2,197,473  

全社費用（注） △499,383  

四半期連結損益計算書の経常利益 1,698,090  

　　（注）全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 67円49銭 90円94銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
862,065 1,161,449

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
862,065 1,161,449

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,773 12,772

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月９日

三井金属エンジニアリング株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田島　祥朗　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 細矢　　聡　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三井金属エンジ
ニアリング株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年
10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係
る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記
について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三井金属エンジニアリング株式会社及び連結子会社の平成29年12月31
日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事
項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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